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土肥俊郎氏は，これまで長年にわたり独創的な超精密加工技術とその応用研究に従事されている．なかでも，近年の半
導体デバイス製造に不可欠な技術となった超精密プラナリゼーション CMP（Chemical Mechanical Polishing）プロセス技
術の研究開発とその実用化において，世界的なリーダーシップを取り同分野の発展に大きく貢献し，精密工学会などから
技術賞，研究論文賞を受賞している．
同氏は，精密工学会に設立した『プラナリゼーションCMPとその応用技術専門委員会』の初代委員長を務め，研究者・

技術者の教育啓蒙活動を念頭に多数の専門書籍の編集発行などの積極的な運営を行い，参加企業が最大で 121 社となる本
学会最大規模の専門委員会にまで牽引し毎回の本会学術講演会ベストオーガナイザー賞や 2 回にわたり髙城賞を受賞し，
精密工学会に大きく貢献した．
また，CMPに関する毎年開催の国際会議（PacRim on CMP，現在の ICPT【International Conference on Planarization/

CMP Technology】）を 2004 年に前記専門委員会が提唱・創設し，2014 年には同氏の功績記念と後進育成を目的に ICPT
に「Development Of Intensified CMP & Application Award（DOI Award）」が設立された．
現在は九州大学名誉教授・特任教授として，次世代グリーンデバイス用材料とその革新的超精密加工プロセスに関する

研究開発に取り組むとともに，日本学術振興会将来加工技術第 136 委員会委員長なども務められている．
以上のように，土肥俊郎氏は超精密加工技術分野の研究開発とその実用化を牽引発展させ，学術，教育，産業の各分野

において顕著な貢献があり，精密工学会の名声を高めるなどその功績は極めて大きい．
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